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      ● このマニュアルの一部、または全部を無断で転写したり複写することは、 
        固くお断りいたします。 
      ● このマニュアルの内容を、改良のため予告なしに変更することがあります。       

 

 

 

 

All Rights Reserved, Copyright © 1987, 1999, Hitachi, Ltd. 

HE-HE-TO (FL-MW7.0, IP2.0, PS) 

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制 
並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の上、

必要な手続きをお取りください。 

なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問合わせください。 



 

安全上のご注意 

 

 取付、運転、保守・点検の前に必ずこのマニュアルとその他の付属書類をすべて熟読し、正しくご使用く

ださい。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて熟読してご使用ください。また、このマ

ニュアルは最終保守責任者のお手元に必ず届くようにしてください。 

 このマニュアルでは、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。 

 

          ：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能 

           性が想定される場合。 

 

          ：取り扱いを誤った場合に、危険の状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける 

           可能性が想定される場合および物的障害だけの発生が想定される場合。 

 

 なお、          に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性がありま

す。 

 

 いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

  

 禁止、強制の絵表示の説明を次に示します。 

 

     ：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば分解禁止の場合は   となります。 

 

 

     ：強制（必ずしなければならないこと）を示します。例えば接地の場合は   となります。 

 

１．取付について 

 

 

 

● カタログ、マニュアルに記載の環境で使用してください。 

  高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤 

  動作の原因となることがあります。 

● マニュアルにしたがって取り付けてください。 

  取り付けに不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。 

● 電線くずなどの異物を入れないでください。 

  火災、故障、誤動作の原因となることがあります。 

 

危 険 

注 意 

 

 

注 意
 

 

 

  注 意 



 

２．配線について 

 

 

 

● 必ず接地（FG）を行ってください。 

  接地しない場合は、感電、誤動作のおそれがあります。 

 

 

 

 

● 定格にあった電源を接続してください。 

  定格と異なった電源を接続すると火災の原因になることがあります。 

● 配線作業は、資格のある専門家が行ってください。 

  配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。 

 

 

３．使用上の注意 

 

 

 

● 通電中は端子に触れないでください。 

  感電のおそれがあります。 

● 非常停止回路、インタロック回路等は PC の外部で構成してください。 

  PC の故障により、機械の破損や事故のおそれがあります。 

 

 

 

 

● 運転中のプログラム変更、強制出力、RUN、STOP 等の操作は十分安全を確認して行って 

  ください。 

  操作ミスにより、機械の破損や事故のおそれがあります。 

● 電源投入順序にしたがって投入してください。 

  誤動作により、機械の破損や事故のおそれがあります。 

 

 

  強 制 

  注 意 

  危 険 

  注 意 



 

４．保守について 

 

 

 

● 電池の（＋）（－）の逆継続、充電、分解、加熱、火中に投入、ショートはしないでくだ 

  さい。 

  破損、発火のおそれがあります。 

 

 

 

 

● 分解、改造はしないでください。 

  火災、故障、誤動作の原因となります。 

 

 

 

 

● モジュール／ユニットの脱着は電源を OFF してから行ってください。 

  感電、誤動作、故障の原因となることがあります。 

● ヒューズは指定品と交換してください。 

  火災、故障の原因となります。 

 

 

  危 険 

  注 意 

  禁 止 



 

保証・サービス 

 

特別な保証契約がない場合において、この製品の保証は次の通りです。 

 

１．保証期間と保証範囲 

  【保証期間】 

   この製品の保証期間は、ご注文のご指定場所に納入後１年といたします。 

 

  【保証範囲】 

   上記保証期間中に、このマニュアルに従った製品仕様範囲内の正常な使用状態で故障を生じた場合 

  は、その機器の故障部分をお買上げの販売店または（株）日立エンジニアリングサービスにお渡しくだ 

  さい。交換または修理を無償で行います。ただし、郵送いただく場合は、郵送料金、梱包費用はご注文 

  主のご負担となります。 

 

   次のいずれかに該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。 

 

  ● 製品仕様範囲外の取扱い、ならびに使用により故障した場合。 

  ● 納入品以外の事由により故障した場合。 

  ● 納入者以外の改造、または修理により故障した場合。 

  ● リレーなどの消耗部品の寿命により故障した場合。 

  ● 上記以外の天災、災害など、納入者の責にあらざる事由により故障した場合。 

 

   ここでいう保証とは、納入した製品単体の保証を意味します。したがって、当社ではこの製品の運用 

  および故障を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も負いかねますのであ 

  らかじめご了承ください。また、この保証は日本国内でのみ有効であり、ご注文主に対して行うもので 

  す。 

 

２．サービスの範囲 

   納入した製品の価格には技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。次に該当する場合は 

  別個に費用を申し受けます。 

 

  ● 取付け調整指導および試運転立ち会い。 

  ● 保守点検および調整。 

  ● 技術指導、技術教育、およびトレーニングスクール。 

  ● 保証期間後の調査および修理。 

  ● 保証期間中においても、上記保証範囲外の事由により故障原因の調査。 
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は じ め に 
 

このたびは、ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０αシリーズをご利用いただきましてありがとうございます。 

 このＩ／ＯマニュアルはＳ１０αシリーズのアナログ入出力モジュールとパルスカウンタ入力モジュール

の取扱いを述べたものです。このマニュアルをお読みいただき正しくご使用いただきますようお願いいたしま

す。 

 

ＮＥＳＰ（Nissan Electronic Sequence Processor）シリーズをご使用のユーザは下記

対応表を参照の上ご使用ください。 
 
【ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０αシリーズ】 【ＮＥＳＰ－Ｓ２５シリーズ】 
 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／２α   ..........   ＮＥＳＰ－Ｓ２５Ｅ 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／２αＥ  ..........   ＮＥＳＰ－２αＥ 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／２αＨ  ..........   ＮＥＳＰ－２αＨ 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／２αＨｆ ..........   ＮＥＳＰ－２αＨｆ 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／４α   ..........   ＮＥＳＰ－Ｓ２５Ｍ 
ＨＩＤＩＣ－Ｓ１０／４αＨ  ..........   ＮＥＳＰ－４αＨ 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

このマニュアルに記載の PI モジュール（アナログ入出力モジュール，パルスカウンタ入力モ

ジュール）を使用し、J.NET 転送で送受信する場合は、弊社販売の J.NET（LWE580，LQE040

など）をご使用ください。他社 J.NET と組合せて使用することはできません。 
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１. １ ＰＣｓのご使用にあたり 
 

ＰＣｓ（プログラマブルコントローラ）は基本的に電子回路、プロセッサ技術を応用した製品です。ご使

用にあたり、(１)～(８)の項目に注意してください。 

(１) ＰＣｓは防火，防塵，防滴構造になっていませんので、設置の際には下図のように鉄製の筐体に収納

してください。 

 

鉄製筐体

ＣＰＵユニット

Ｉ／Ｏユニット

 
 

(２) 温度，湿度，腐食性ガスなどを考慮し、仕様環境の範囲内でご使用ください。 

 適時，仕様環境に異常がないか点検してください。 

 
項 目 仕  様 

温 度 0～55℃ 

湿 度
30～90％RH 
（結露なきこと） 

雰 囲 気 腐食性ガスなきこと

振 動 なきこと 
衝 撃 なきこと 
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(３) 出力モジュールの負荷短絡保護用にヒューズを取付けてください。 

 ヒューズは負荷の定格にあったものを使用してください。定格外のヒューズを使用しますと負荷短絡

をしたとき、プリント板、ケースなどの焼損につながります。 

 

ＰＣｓ

ヒューズ

負荷

電源

 
 

(４) ＰＣｓアース配線は、強電アースとの共用を避け、独立に第３種接地以上で接地してください。 

 接地は、建家の鉄骨に溶接して接地するのが最適です。 

 （詳しくは、「２α，４αシリーズ 配線工事マニュアル（マニュアル番号           

ＳＡＪ－４－００１）」を参照してください。） 

 

建屋の鉄骨

同一点に接地しないで
ください。

１５ｍ以上
はなす

盤アース

ＰＣSユニットアース

ＰＣS盤

強電盤

 
 

(５) インバータなど高圧機器の設置されている盤内への取付け、または近くへの取付けは避けてくださ

い。どうしても取付けが必要な場合には、遮へい板を設け、本体およびケーブル類への電磁、静電誘

導を遮へいしてください。 

 

(６) 万が一故障した場合、一部の故障でも全体に影響を及ぼすことがあります。 

 このため、ＰＣｓを取込む装置の非常停止回路は、外部リレー回路で構成してください。 
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(７) 万が一故障した場合、モジュールごとに交換してください。お客様は内部部品の交換を行わないでく

ださい。（内部部品を損傷する危険があります。） 

 

(８) 端子台の取付けについて 

 アナログ，パルスカウンタモジュールの端子台は、２０点端子台（１段）をご使用ください。（２０

点端子台の代用に、４０点端子台を使用できません。） 

 

 

１. ２ 種  類 
 

 
名  称 形  式 仕  様

ＰＡＦ３００ 電圧入力 ＤＣ±５Ｖ 30 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＦ３０９ 電圧入力 ＤＣ±５Ｖ 6 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＦ３２０ 電圧入力 ＤＣ±10 Ｖ 30 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＦ３２９ 電圧入力 ＤＣ±10 Ｖ 6 ｍｓ ４ｃｈ 

アナログ入力 

ＰＡＦ３０１ 抵抗入力 Ｐｔ 100Ω（-100℃~300℃） 30 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＮ３００Ｂ 電圧出力 ＤＣ±５Ｖ 10 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＮ３０９ 電圧出力 ＤＣ±５Ｖ 4 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＮ３２０Ｂ 電圧出力 ＤＣ±10 Ｖ 10 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＡＮ３２９ 電圧出力 ＤＣ±10 Ｖ 4 ｍｓ ４ｃｈ 

アナログ出力 

ＰＡＮ３０１Ｂ 電流出力 ＤＣ４～20 ｍＡ 10 ｍｓ ４ｃｈ 
ＰＴＦ３００ １位相／２位相 アップダウン 20KPPS -8,192~8,191 カウント １ chパルスカウンタ 

入力 ＰＴＦ３２０ １位相／２位相 アップダウン 20KPPS 0~16,383 カウント １ ch
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１. ３ 実装と環境 
 

● アナログ，パルスカウンタモジュールはＩ／Ｏユニットに実装してください。 

４αの場合、ＣＰＵユニットには実装できません。 

● アナログ，パルスカウンタモジュールは１６点単位設定のＩ／Ｏユニットで使用してください。 

３２点単位設定のＩ／Ｏモジュールとの混在はできません。 

４αの場合、ステーションモジュールは１６点単位設定にしてください。 

● 最大実装枚数 ： ２α＝２４枚  ４α＝４枚 

● リモートＩ／Ｏ転送周期：アナログ，パルスカウンタの実装枚数により転送周期が延びます。 

・アナログ入力 ：０．０７ ms／枚 

・アナログ出力 ：０．０７ ms／枚 

・パルスカウンタ入力 ：０．１０ ms／枚 
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● 消費電流 
Ｉ／Ｏモジュールは、Ｉ／Ｏ電源モジュールから供給されるＤＣ１２ＶとＤＣ５Ｖで動作します。 
各モジュールの消費電流が電源容量を超えないように実装設計を行ってください。 

 
 ＬＷＶ０５０ 
 

5Ｖ
0.8Ａ

12Ｖ
3.5Ａ

電源容量

Ｉ／Ｏ電源モジュール
ＬＷＶ０５０

12V 5V12V 5V12V 5V

ステーションモジュール
ＬＷＳ０１０

Ｉ／Ｏモジュール
 

 
＜モジュールの消費電流＞ ＜電源の出力電流＞ 
 

電 圧 ＤＣ１２Ｖ ＤＣ５Ｖ  モジュール形式 ＤＣ１２Ｖ ＤＣ５Ｖ

モジュール形式    ＬＷＶ０５０ ３．５Ａ ０．８Ａ

ＬＷＳ０１０，ＬＷＳ０１０Ｂ １０ｍＡ ４００ｍＡ  ＬＷＶ０６０ ３．５Ａ ２．０Ａ

ＬＷＳ０１０Ｃ １０ｍＡ １５０ｍＡ  ＬＷＶ１５０ ３．５Ａ ０．８Ａ

ＬＷＳ０９０ １６０ｍＡ ５９０ｍＡ     
ＰＡＦ３００ １５０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＦ３０１ １５０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＦ３０９ １５０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＦ３２０ １５０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＦ３２９ １５０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＮ３００Ｂ ２６０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＮ３０１Ｂ ２６０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＮ３０９ ２６０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＮ３２０Ｂ ２６０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＡＮ３２９ ２６０ｍＡ ４０ｍＡ     

ＰＴＦ３００ ４０ｍＡ ８ｍＡ     

ＰＴＦ３２０ ４０ｍＡ ８ｍＡ     

 
● 設置環境はＣＰＵの設置環境と同じです。 
● アナログモジュール実装制限 

ＤＣ１００Ｖ Ｉ／Ｏ電源モジュール（ＬＷＶ１５０）を使用の８スロットマウントベース   

（ＨＳＣ－２００８）において、電源の特性から下記のような実装上の制限がありますので、実装設

計時にはご注意ください。 
 

ＰＩ型式 実装上の制限

ＰＡＦ３＊＊ 
ＰＡＮ３＊＊ 

単独および混在して実装する場合、７枚まで

にしてください。  
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モニタランプ１

モニタランプ２

ボリューム

PL
1

PL
2

Z

G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF301

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

チャネル A0

B0

C0

SHD

０

A1

B1

C1

SHD

１

A2

B2

C2

SHD

２

A3

B3

C3

SHD

３

GND

２. １ アナログ入出力モジュール 
 

 

 

 

 

 

 
出荷時に固定していますので、絶対に動かさないでください！！ 

 

 
リモート I/O 転送停止時

ｽﾃｰｼｮﾝﾓｼﾞｭｰﾙ OUTPUT HOLD 端子ランプの状態 リモート I/O 
転送時 

短  絡 開  放 

 モジュール 
異常状態 

モジュール 
異常状態 正 常 

モニタランプ
１  正 常 正 常 モジュール 

異常状態 

 モジュール 
異常状態 

モジュール 
異常状態 

モジュール 
異常状態 モニタランプ

２  
 正 常 正 常 正 常 

：点灯 ：消灯 
 または点滅 

 

アナログ出力モジュールはリモートＩ／Ｏ転送停止時直前の出力

状態をホールドします。 

ステーションモジュールの“ＯＵＴＰＵＴ ＨＯＬＤ”端子とは

関係ありません。 
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ＰＡＦ３００ 電圧入力 ＤＣ±５Ｖ 30 ｍｓ  
 

項  目 仕  様 
入 力 形 式 電圧入力 
入力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
定 格 入 力 電 圧 DC 0～±5V 
入 力 電 圧 範 囲 ±6V（E, E＋ECM）※ 
Ａ／Ｄビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 2000digit／5V 
総 合 精 度 ±0.3%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 30+5TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
30+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

入 力 フ ィ ル タ 33db／60Hz，時定数：0.15s 
入力インピーダンス 5MΩ以上（電源 ON 時），約 14KΩ（電源 OFF 時） 

DC 5V 40mA  
内部消費電流 DC 12V 150mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 
 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 535g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 応答遅延時間には、入力フィルタの遅れ時間は含みません。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

PL
1

PL
2
Z
G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF300

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

S0

S1

C1

SHD

S2

C2

SHD

S3

C3

SHD

GND

SHD

C0

S0

C0

＋

－
増幅器 A

D／

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND

キュービクルアース

プロセス側
ＰＡＦ３００内部回路

S

C

S

C

E

ECM

※
　プロセス側 内部回路
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ＰＡＦ３０９ 電圧入力 ＤＣ±５Ｖ ６ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
入 力 形 式 電圧入力 
入力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
定 格 入 力 電 圧 DC 0～±5V 
入 力 電 圧 範 囲 ±6V（E, E＋ECM）※ 
Ａ／Ｄビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 2000digit／5V 
総 合 精 度 ±0.3%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 6+5TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
6+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

入 力 フ ィ ル タ 6.5db／60Hz，時定数：5ms 
入力インピーダンス 5MΩ以上（電源 ON 時），約 3KΩ（電源 OFF 時） 

DC 5V 40mA  
内部消費電流 DC 12V 150mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 535g 

 

S0

C0

＋

－
増幅器 A

D／

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND

キュービクルアース

プロセス側
ＰＡＦ３０９内部回路

S

C

S

C

E

ECM

※
　プロセス側 内部回路

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 応答遅延時間には、入力フィルタの遅れ時間は含みません。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

PL
1

PL
2

G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF309

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

S0

S1

C1
SHD

S2

C2
SHD

S3

C3

SHD

GND

SHD

C0
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ＰＡＦ３２０ 電圧入力 ＤＣ±10 Ｖ 30 ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
入 力 形 式 電圧入力 
入力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
定 格 入 力 電 圧 DC 0～±10V 
入 力 電 圧 範 囲 ±12V（E, E＋ECM）※ 
Ａ／Ｄビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 2000digit／10V 
総 合 精 度 ±0.3%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 30+5TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
30+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

入 力 フ ィ ル タ 33db／60Hz，時定数：0.15s 
入力インピーダンス 5MΩ以上（電源 ON 時），約 14KΩ（電源 OFF 時） 

DC 5V 40mA  
内部消費電流 DC 12V 150mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 535g 

 

S0

C0

＋

－
増幅器 A

D／

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND

キュービクルアース

プロセス側
ＰＡＦ３２０内部回路

S

C

S

C

E

ECM

※
　プロセス側 内部回路

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 応答遅延時間には、入力フィルタの遅れ時間は含みません。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

PL
1

PL
2

G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF320

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

S0

S1

C1

SHD

S2

C2

SHD

S3

C3

SHD

GND

SHD

C0
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ＰＡＦ３２９ 電圧入力 ＤＣ±10 Ｖ ６ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
入 力 形 式 電圧入力 
入力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
定 格 入 力 電 圧 DC 0～±10V 
入 力 電 圧 範 囲 ±12V（E, E＋ECM）※ 
Ａ／Ｄビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 2000digit／10V 
総 合 精 度 ±0.3%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 6+5TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
6+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

入 力 フ ィ ル タ 6.5db／60Hz，時定数：5 ms 
入力インピーダンス 5MΩ以上（電源 ON 時），約 3KΩ（電源 OFF 時） 

DC 5V 40mA  
内部消費電流 DC 12V 150mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 535g 

 

S0

C0

＋

－
増幅器 A

D／

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND

キュービクルアース

プロセス側
ＰＡＦ３２９内部回路

S

C

S

C

E

ECM

※
　プロセス側 内部回路

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 応答遅延時間には、入力フィルタの遅れ時間は含みません。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

PL
1

PL
2

G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF329

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

S0

S1

C1
SHD

S2

C2

SHD

S3

C3
SHD

GND

SHD

C0



２ 仕  様 
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ＰＡＦ３０１ 抵抗入力 Ｐｔ 100Ω（-100℃～300℃） 30 ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
入 力 形 式 ＲＴＤ（測温抵抗体），100Ω／0℃ 
入力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
測 定 温 度 範 囲 -100℃～300℃ 
Ａ／Ｄビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 2000digit／250mV（ブリッジの出力電圧）※ 
総 合 精 度 ±0.6%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 30+5TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
30+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

入 力 フ ィ ル タ 40db／60Hz，時定数：0.3s 
DC 5V 40mA 

内部消費電流 DC 12V 150mA 
絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 

接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 535g 

 

A0

B0

増
幅
器

A
D／

SHD

SHD

キュービクルアース

プロセス側 ＰＡＦ３０１内部回路

A1

B1

C0

SHD

A2

B2

C1

C2

A3

B3
C3

SHD

GND

6V

 
 
※ ブリッジ出力＝       －       ×6(V) 

Rxt：ｔ℃時のＲＴＤの抵抗値 
ｒ ：ＲＴＤ引込線の抵抗値 

 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 応答遅延時間には、入力フィルタの遅れ時間は含みません。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

A3

SHD

B3

C3

A2

SHD

B2

C2

A1

SHD

B1

C1

PL
1

PL
2

G

Ａ
ＮＩ
ＡＮ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

PAF301

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

A0

SHD

B0

C0

Z

25(Rxt-100) 4r(Rxt-100)
26(2500+Rxt) 6250000 



２ 仕  様 
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ＰＡＮ３００Ｂ 電圧出力 ＤＣ±５Ｖ 10 ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
出 力 形 式 電圧出力 
出力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
出 力 電 圧 DC 0～±5V 
Ｄ／Ａビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 5V／2000digit 
総 合 精 度 ±0.2%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 10+4TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
10+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

負 荷 抵 抗 2KΩ以上 
DC 5V 40mA  

内部消費電流 DC 12V 260mA 
絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 

接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 445g 

 

S0

C0

＋

－

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND
キュービクル
アース

プロセス側
ＰＡＮ３００Ｂ内部回路

L

D
A／

L

L

L

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 負荷は、接地またはフロートのいずれでも使用できます。 
■ シールドは、負荷またはＩ／Ｏユニット側のいずれか片方でアースしてください。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

C1

S1
Ｌ

C0

S0
Ｌ

PAN300B

SHD

SHD

PL
1

PL
2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

Z

SHD

C2

S2
Ｌ

SHD

C3

S3
Ｌ



２ 仕  様 
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ＰＡＮ３０９ 電圧出力 ＤＣ±５Ｖ ４ｍｓ 

 
項  目 仕  様 

出 力 形 式 電圧出力 
出力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
出 力 電 圧 DC 0～±5V 
Ｄ／Ａビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 5V／2000digit 
総 合 精 度 ±0.2%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 4+4TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
4+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

負 荷 抵 抗 2KΩ以上 
DC 5V 40mA  

内部消費電流 DC 12V 260mA 
絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 

接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 445g 

 

S0

C0

＋

－

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND
キュービクル
アース

プロセス側
ＰＡＮ３０９内部回路

L

D
A／

L

L

L

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 負荷は、接地またはフロートのいずれでも使用できます。 
■ シールドは、負荷またはＩ／Ｏユニット側のいずれか片方でアースしてください。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

C1

S1
Ｌ

PAN309

SHD

SHD

PL
1

PL
2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

Z

C0

S0
Ｌ

SHD

C2

S2
Ｌ

SHD

C3

S3
Ｌ
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ＰＡＮ３２０Ｂ 電圧出力 ＤＣ±10 Ｖ 10 ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
出 力 形 式 電圧出力 
出力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
出 力 電 圧 DC 0～±10V 
Ｄ／Ａビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 10V／2000digit 
総 合 精 度 ±0.2%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 10+4TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
10+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

負 荷 抵 抗 4KΩ以上 
DC 5V 40mA  

内部消費電流 DC 12V 260mA 
絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 

接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 445g 

 

S0

C0

＋

－

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND
キュービクル
アース

プロセス側
ＰＡＮ３２０Ｂ内部回路

L

D
A／

L

L

L

 
 

■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 負荷は、接地またはフロートのいずれでも使用できます。 
■ シールドは、負荷またはＩ／Ｏユニット側のいずれか片方でアースしてください。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

C1

S1
Ｌ

C0

S0
Ｌ

PAN320B

SHD

SHD

PL
1
PL
2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

Z

SHD

C2

S2
Ｌ

SHD

C3

S3
Ｌ
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ＰＡＮ３２９ 電圧出力 ＤＣ±10 Ｖ ４ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
出 力 形 式 電圧出力 
出力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
出 力 電 圧 DC 0～±10V 
Ｄ／Ａビット数 12bits（符号＋11bits） 
変 換 レ ー ト 10V／2000digit 
総 合 精 度 ±0.2%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 4+4TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
4+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

負 荷 抵 抗 4KΩ以上 
DC 5V 40mA  

内部消費電流 DC 12V 260mA 
絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 

接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 445g 

 

S0

C0

＋

－

S1

C1

＋

－

S2

C2

＋

－

S3

C3

＋

－

SHD

SHD

SHD

SHD

GND
キュービクル
アース

プロセス側
ＰＡＮ３２９内部回路

L

D
A／

L

L

L

 
 

■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 負荷は、接地またはフロートのいずれでも使用できます。 
■ シールドは、負荷またはＩ／Ｏユニット側のいずれか片方でアースしてください。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

C1

S1
Ｌ

C0

S0
Ｌ

PAN329

SHD

SHD

PL
1

PL
2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

Z

SHD

C2

S2
Ｌ

SHD

C3

S3
Ｌ
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ＰＡＮ３０１Ｂ 電流出力 ＤＣ４～20 ｍｓ 10 ｍｓ 
 

項  目 仕  様 
出 力 形 式 電流出力 
出力チャネル数 ４チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁（４チャネル共通絶縁） 
出 力 電 圧 DC 4～20mA 
Ｄ／Ａビット数 12bits 
変 換 レ ー ト 16mA／4000digit（4mA／0digit） 
総 合 精 度 ±0.2%／フルスケール（周囲温度：20～25℃） 

総合精度の温度影響 ±0.01%／℃ 

応 答 時 間 10+4TRc ms 以下（TRc：リモート I/O 転送時間） 
10+Rc ms 以下（Rc：J.NET 転送時間） 

負 荷 抵 抗 500Ω以上 
外部電源電圧範囲 20V～30V（リップル 50mVP-P以下） 

DC 5V 40mA  
内部消費電流 DC 12V 260mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 
 

外部配線 

許容配線長 200m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 455g 

 

S1
SHD

SHD

GNDキュービクル
アース

プロセス側
ＰＡＮ３０１Ｂ内部回路

D
A／

S0

C0

L

C1

L

S2

C2

L

S3

C3

L

SHD

SHD

負荷

＋

－

 
 
■ 総合精度は、フルスケールに対する値です。 
■ 負荷は、接地またはフロートのいずれでも使用できます。 
■ シールドは、負荷またはＩ／Ｏユニット側のいずれか片方でアースしてください。 
■ シールド線は、一括シールドまたは個別シールドのいずれでも使用できます。 

C1

S1
Ｌ

C0

S0
Ｌ

PAN301B

SHD

SHD

PL
1

PL
2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
ＬＰ
ＯＵ
ＧＴ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

GND

Z

SHD

C2

S2
Ｌ

SHD

C3

S3
Ｌ

S
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EN  R＝C

アップカウント表示ランプ

ダウンカウント表示ランプ
UP

DOWN
P
RC
EO
SU

TT

R
E

R＞C

R＜C

PTF300

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

A1

S

C

B1

S

C

STOP

S

C

A2

S

C

R＞C　表示ランプ

R＝C　表示ランプ

R＜C　表示ランプ

2相パルス入力

ストップ入力

1相パルス入力

L

+V

C1

R＞C

R＜C

 R＝CL

L
外部比較出力

CO

 

２. ２ パルスカウンタ入力モジュール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ランプ 意  味 
アップカウント

表示ランプ 
２相入力パルスのアップカウント時、ま

たは、１相入力パルス印加時にパルスと

同期して点滅します。 
ダウンカウント

表示ランプ 
２相入力パルスのダウンカウント時にパ

ルスと同期して点滅します。 
Ｒ＞Ｃ 
表示ランプ 

比較データ値（Ｒ）に対してカウント値

（Ｃ）が小さい場合に点灯します。この

とき、外部比較出力のＲ＞Ｃも同時に 
ＯＮします。 

Ｒ＝Ｃ 
表示ランプ 

比較データ値（Ｒ）とカウント値（Ｃ）

が一致した場合に点灯し、制御コードの

ラッチリセット命令を受信するまでホー

ルドし続けます。このとき、外部比較出

力のＲ＝Ｃも同様に動作します。 
Ｒ＜Ｃ 
表示ランプ 

比較データ値（Ｒ）に対してカウント値

（Ｃ）が大きい場合に点灯します。この

とき、外部比較出力のＲ＜Ｃも同時に 
ＯＮします。 

 

 

ランプ表示 



２ 仕  様 

 - 20 -

● ＰＴＦ３００のとき 
ランプおよび外部比較出力は、パルス入力信号を印加しないかぎり変化しません。例えば、比較レジ

スタへ新たにデータをセットしたとしても、パルス入力信号が印加されないと表示ランプと外部比較

出力は変化しません。パルス入力信号を印加することにより状態が変化します。 
● ＰＴＦ３２０のとき 

ランプおよび外部比較出力は、パルス入力信号の有無にかかわらずプリセットカウンタモジュールの

内部ステータスが直接反映されます。例えば、比較データレジスタへ新たにデータをセットした場

合、パルス入力信号が印加されなくともランプと外部比較出力は変化します。 
 

端子台の入出力 
● ２相パルス入力 

Ａ１，Ｂ１からの入力信号の位相差により、アップまたはダ

ウンカウントを行います。 
 
 
 
 
 

● １相パルス入力 
Ａ２からの入力信号により、アップカウントを行います。 

 
 
 
 

● ストップ入力 
・ＰＴＦ３００ 
論理“１”の電圧を印加するとパルス入力信号が遮断されま

す。そして、制御コードのプリセットスタートを行うまでス

トップ状態のままとなります。 
 
・ＰＴＦ３２０ 
論理“１”の電圧を印加するとパルス入力信号が遮断されま

す。論理“０”の電圧でパルス入力信号をカウントします。 
 
● 外部比較出力 

比較データ値とカウンタ値の比較結果を出力します。 
 
カウンタの状態 

● ＣＰＵ電源ＯＦＦ→ＯＮ時 
・ＰＴＦ３００，ＰＴＦ３２０ 
この動作によりカウントストップ状態となります。 

 
● Ｉ／Ｏ電源ＯＦＦ→ＯＮ時 
・ＰＴＦ３００，ＰＴＦ３２０ 
電源ＯＮにより、内部データがクリアされカウントストップ

状態となります。 

L

+V

C1

R＞C

R＜C

 R＝CL

L

2相パルス入力

ストップ入力

1相パルス入力

外部比較出力

EN  R＝C
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R
E

R＞C

R＜C
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Ｂ１

ダウンアップアップ

Ａ２
アップアップ
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● リモートＩ／Ｏ転送停止時 

・ＰＴＦ３００ 

ステーションモジュールのＯＵＴＰＵＴ ＨＯＬＤ端子を開放するか、短絡するかによりＰＴＦ 300

の状態が変わります。 

 
ステーション
モジュール 

プリセット 
データ 比較データ 内  部

カウンタ
外部比較出力 モジュール 

動作状態 カウント値 
R>C ホールド
R=C クリア開  放 クリア  停止直前の値

 をホールド 
クリア 

R<C ホールド

カウント 
ストップ 

短  絡 正   常   動   作 
停止直前の値

をホールド 

  

・ＰＴＦ３２０ 

リモートＩ／Ｏ転送が停止した場合、カウント値のみ停止直前の値をホールドします。 

他の動作は正常に動作します。 

 

※ ＰＴＦ３００，ＰＴＦ３２０は、リモートＩ／Ｏ転送が再び開始された場合、開始直後１回目のデー

タは、転送停止直前のデータ（カウント値）を転送します。 
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ＰＴＦ３００ １位相／２位相アップダウン ２０ＫＰＰＳ －８，１９２～８，１９１カウント 
 

項  目 仕  様 
２相入力：アップダウンカウント 
１相入力：アップカウント 入 力 形 式 
ストップ入力：ラッチ形 

入力チャネル数 １チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁 

電圧，無電圧トランジスタ：20KPPS 以下 
（デューティ比：50％） 入 力 周 波 数 
フィルタ時定数：約 5μｓ 

データビット数 14bits（符号+13bits） 
計 数 範 囲 －8,192～8,191 
外 部 比 較 出 力 カウント値＜，＝，＞設定値（一致出力はラッチ） 

論理“１” +10V～+30V 
論理“０” 0～+2V 

電圧 
トランジ
スタ入力 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 約 1.5kΩ 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON” 100Ω以下または 1V 以下，トランジスタ電流 5～20mA
ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“OFF”100kΩ以上 

無電圧 
トランジ
スタ入力 外部供給電圧 +10～+30V 

無電圧トランジスタ 24V，0.1A 以下 
（外部供給電圧：20～28V） 出 力 信 号 
ON/OFF 遅延時間：１ ms 以下 

DC 5V 8mA 
内部消費電流 DC 12V 40mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 

外部配線 

許容配線長 50m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 485g 
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ステーション
モジュールインタフェ

ース回路

制御回路

比較レジスタ

カ ウ ン タ

カウントデータ
レジスタ

R＞C

R＝C

R＜C
C

R

一時記
憶回路

エンコーダ

Ｕ／Ｄ
判　定

リセット信号機

スタート
Ｆ／Ｆ

SGC

SGC

SGC

SGC

内部回路S

C

S

C
S

C

S

C

定電圧回路

同　　上

同　　上

L

L

L

R＞C

R＝C

R＜C

C0

C1

外　　部
比較出力

プロセス側

一致出力
レジスタ

２相
パルス入力
　　パルス入力Ａ１

　　パルス入力Ｂ１

ストップ入力STOP

１相
パルス入力
　　パルス入力Ａ２

 
 

■ シールド線のアースを PCs 側にとる場合は、端子 No.9 に接続後、必ずキュービクルアースに接続して

ください。 

■ 外部比較出力に負荷を接続する場合は、+V と C0，C1 の間に DC24V±4V の電源を接続してくださ

い。 
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ＰＴＦ３２０ １位相／２位相アップダウン ２０ＫＰＰＳ ０～１６，３８３カウント 
 

項  目 仕  様 
２相入力：アップダウンカウント 
１相入力：アップカウント 入 力 形 式 
ストップ入力：ラッチ形 

入力チャネル数 １チャネル 
絶 縁 方 式 フォトカプラ絶縁 

電圧，無電圧トランジスタ：20KPPS 以下 
（デューティ比：50％） 入 力 周 波 数 
フィルタ時定数：約 5μｓ 

データビット数 14bits 
計 数 範 囲 0～16,383 
外 部 比 較 出 力 カウント値＜，＝，＞設定値（一致出力はラッチ） 

論理“１” +10V～+30V 
論理“０” 0～+2V 

電圧 
トランジ
スタ入力 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 約 1.5kΩ 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON” 100Ω以下または 1V 以下，トランジスタ電流 5～20mA
ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“OFF”100kΩ以上 

無電圧 
トランジ
スタ入力 外部供給電圧 +10～+30V 

無電圧トランジスタ 24V，0.1A 以下 
（外部供給電圧：20～28V） 出 力 信 号 
ON/OFF 遅延時間：１ ms 以下 

DC 5V 8mA 
内部消費電流 DC 12V 40mA 

絶 縁 耐 圧 AC 1500V，１分間（外部端子～アース間） 
接続方式 20 点端子台コネクタ（ネジ：M3） 
接続電線 0.5～1.25mm2 
締付トルク 6～8kg･cm 

 

外部配線 

許容配線長 50m（シールド付ツイストペアケーブル） 
重 量 485g 
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ステーション
モジュール

インタフェ
ース回路

制御回路

　復電検出
リセット回路

比較レジスタ

カウンタ

  カウントデータ
  レジスタ

R＞C

R＝C

R＜C

一致出力
レジスタ

エンコーダ
定電圧回路

同　　上

同　　上

C1
＋V

R＞C

R＝C

R＜C
Ｌ

Ｌ
外　　部
比較出力

C0

C
S

C
S

C
S

C
S

〔パルス入力A2

１相
パルス入力

ストップ入力

パルス入力B1

パルス入力A1

２相
パルス入力

プロセス側
内部回路

SGC

SGC

SGC

SGC

Ｕ／Ｄ
判　定

一時記
憶回路

スタート
  Ｆ／Ｆ

R

C

PULSE
STOP

Ｌ

 
 

■ シールド線のアースを PCs 側にとる場合は、端子 No.9 に接続後、必ずキュービクルアースに接続して

ください。 

■ 外部比較出力に負荷を接続する場合は、+V と C0，C1 の間に DC24V±4V の電源を接続してくださ

い。 



 
 

＜このページは余白です＞ 
 



 

 

 

 

 

３ 取 扱 い 
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３. １ 配  線 
 

 
● アナログ・パルスカウンタモジュールは、低レベルのアナログ信号およびディジタル信号を扱うた

め、交流のディジタル信号と別々の束線とし、かつ分離してください。 
● ユニットへの実装は、交流のディジタル信号との分離のしやすさから、できるだけ、ステーションモ

ジュール側か最終スロット側にまとめて設置してください。 
● 交流のディジタル入出力配線とは、３ cm 以上離してください。 
● ノイズがひどい場合、シールドは、キュービクルの入口でアースに接続してください。配線長は、 

１０ cm 以下としできるだけ短くしてください。 
● ケーブルは、必ずシールド付ツイストペアケーブルを使用してください。 
 

ステーションモジュール

シールドは最短に
１０cm以下

分離
３cm以上

Ｉ／Ｏユニット

ディジタル入出力モジュール

モジュール
アナログ・パルスカウンタ

Ｉ／Ｏ
電源モジュール

シールド付
ツイストペア
ケーブル

束線バンド

圧着端子

C1

S1
Ｌ

C0

S0
Ｌ

PAN300B

SHD

SHD

PL
1
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2

G

ＡＯ
ＮＵ
ＡＴ
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ＯＵ
ＧＴ
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ル
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タ

・
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タ

・
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ィ
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ル
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出
力

デ
ィ
ジ
タ
ル
入
出
力

ア
ナ
ロ
グ

パ
ル
ス
カ
ウ
ン
タ

・

ア
ナ
ロ
グ

パ
ル
ス
カ
ウ
ン
タ

・
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３. ２ パルスカウンタ入力モジュールの接続 
 

■ 入力の接続方法 

入力パルス信号は２相パルスまたは１相パルスのいずれか一方の接続としてくだ

さい。また、負荷側の接続は下記の２種類となります。 

 

・電圧トランジスタ         ・無電圧トランジスタ 

 

S
C

モジュール
S

C

モジュール

 
（接続例１） 

 ２相入力のみを使用し、負荷側に 

シールドアースをとる場合 

 負荷は電圧トランジスタ接続としま 

す。 

 
S

C A1

S

C B1

S

C STOP

S

C A2

シールド
負荷側アース

キュービクルアース

DC24V

S

C A1

S

C B1

S

C STOP

S

C A2

シールド

キュービクルアース

DC24V

 
 

 

 

 

 

 

（接続例２） 

 １相入力とＳＴＯＰ入力を使用し、 

ＰＣｓ側にシールドアースをとる場合 

 負荷は無電圧トランジスタ接続としま 

す。 

EN  R＝C
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TT
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PTF320
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C
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C

A2
S

C

R＞CL

+V

C1

R＜C

 R＝CL

L

CO

STOP
 PULSE

 

２相入力と１相入力に同時にパルスを印加した場合、異常となります。また、 

使用していない入力信号は、Ｓ－Ｃ間を短絡しキュービクルアースに接続して 

ください。 
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３. ３ 立 上 げ 
 
 
 
 
 

・ＰＳＥから設定します。 
 
 

・２αのみローディングを行います。付属のアナログ・パルスカ

ウンタサポートプログラムをローディングします。 
 ４αはＣＰＵに組込まれていますので、ローディングの必要は

ありません。 
 
・２αＣＰＵモジュールをリセットします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
各操作について以下に説明します。 
 

＜電源投入＞ 
   
・ラダープログラムをローディングするまでは、ＣＰＵを   

ＳＴＯＰにしてから電源を投入してください。 
 

 ラダープログラムをローディングした後は、ＲＵＮ，    

SIMU.RUN（２αのみ）に設定して電源を投入すると、電源の

投入後すぐにラダープログラムを実行させることができます。 

電　源　投　入

アドレスの登録

サポートプログラムの
ローディング

ＣＰＵリセット

プログラムの作成

プログラムの実行

配線（特に電源配線）確認

２αの場合
ＣＰＵモジュールのキースイッチの設定
ＳＴＯＰ，ＰＲＯＴ．ＯＦＦ

PROT
  OFF PROT.ON

RUN

STOP
SIMU.
RUN

電源投入
・電源モジュールのPOWER ON LED点灯
・CPUモジュールのコンソールLEDが
　CPU  STOP （２αのみ）
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＜アドレスの登録＞ 
① ＣＰＵにＰＳＥを接続してください。 

 

 
 

② ＰＳＥの電源をＯＮしてください。 
③ ＰＳＥシステムフロッピーディスクをセットして、ＰＳＥを立上げてください。立上げが完了する

 と、FUNC.OR S-PROG.KEY IN!  が表示されます。 
 
●●ＰＳＥの表示●● 左に示す表示が出たら次の操作をしてください。 

 詳しくは「２α，４αシリーズ ソフトウェアマニュアル オペ
 レーション ラダー図 Ｖ５（マニュアル番号 ＳＡＪ－３－ 
 ００１）ＰＣｓエディションアナログ・パルスカウンタ制御デー
 タ登録」を参照してください。 
 

④  
 
⑤  
 
 
⑥  
 
 
⑦  
 
⑧  
 
 
 
⑨  

 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC. OR S-PROG. KEY IN！

PSE MENU  
KEY IN MENU No. = 

PCS EDITION  
KEY IN MENU No.= 

KEY IN No.= 

KEY IN MODULE = ・使用するモジュール型式を選んでください。 
 例えば Ｂ キーを押します。 
 （ＰＡＦ３０１を選択） 

・ＭＥＮＵ キーを押してください。 

・ Ａ キーを押してください。 

・登録Ｎｏ.を入力してください。 
 例えば ０ １ キーを押します。 

・入出力アドレスを入力してください。 
 例えば ０ ０ キーを押します。 
 （アドレス０００～００ＦにＰＡＦ３０１を実装したこ
 とになります。） 

使用するモジュールの設定がすべて終るまで ８ ，９
を繰り返してください。 

設定がすべて終了したら、FUNC.OR S-PROG.KEYB IN!
が表示されるまで 終了 キーを押してください。 

KEY IN X/Y ADDR = 

・ Ａ キーを押してください。 
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＜サポートプログラムのローディング＞ 
① ＰＳＥのシステムフロッピーディスクを取出し、アナログ・パルスカウンタサポートプログラムを

 セットしてください。（Ｊ．ＮＥＴを使用し、アナログデータの入出力を行う場合は、このアナロ

 グサポートプログラムのローディングは不要です。） 
 

●●ＰＳＥの表示●● 左に示す表示が出たら次の操作をしてください。 
 詳しくは「２α，４αシリーズ ソフトウェアマニュアル オペ

 レーション ラダー図 Ｖ５（マニュアル番号 ＳＡＪ－３－ 

 ００１）フロッピーディスク入出力」を参照してください。 
 

②  
 
③  
 
 
④  
 
 
⑤  
 
 
⑥  
 
 
⑦  

 
 
 

ローディングが終了したら、FUNC.OR S-PROG.KEY IN!が
表示されるまで 終了 キーを押してください。 

 
＜ＣＰＵリセット＞ 
 

ＣＰＵモジュール 
 

 
・２αＣＰＵモジュールのキースイッチをリセットしてくだ

さい。 
・リセットを解除すると電源投入時と同じイニシャライズ動

作を行い、その後、ＲＵＮ／ＳＴＯＰ／ＳＩＭＵ．ＲＵＮ

の設定に従った動作をします。 
・通常の使用では、ＰＲＯＴ．ＯＮに設定してください。 

  

FUNC. OR S-PROG. KEY IN！ 

FLOPPY MENU  
KEY IN No. = 

FLOPPY→ PCS  
F.NAME= 

FLOPPY→ PCS  
F.NAME=AIOPCT. PSE 

FLOPPY→ PCS  
HEADER OK? 

FLOPPY→ PCS 
SUCCESS 

・Ｆ／Ｄ キーを押してくださ

・ ３ キーを押してください。 

・ Ａ Ｉ  Ｏ Ｐ Ｃ    Ｔ 設定 キーを押してく 

ださい。 

・  設定 キーを押してください。 

・  設定 キーを押してください。

   ローディングを開始します。 

・   終了 キーを押してください。 

RUN

STOP SIMU.
RUN

PROT.
ONPROT.

OFF
RESET

ＣＰＵ　ＳＴＯＰ



 

 

 

 

 

４ プログラム 
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４. １ データのやりとり 
 
アナログ・パルスカウンタのデータ読み書きはデータエリアＥＷ４００～ＥＷＦＢ０を使用します。 

 

  FUNC.

  FUNC.
〔　　〕

〔　　〕

データエリア
ＥＷ

アナログ出力

アナログ入力

パルスカウンタ入力

 
 

４. ２ データエリアの割付 

 
データエリアは１モジュールにつき４ワード使用します。割付データエリアはＰＳＥからモジュールを登

録（「３．３ 立上げ」を参照）したときの登録 No.で決まります。 

登録 No.と割付データエリアの対応は次のようになります。 

 

登録 No. 割付データエリア 登録 No. 割付データエリア 
０１ ＥＷ４００～４３０ １３ ＥＷＡ００～Ａ３０ 
０２ ＥＷ４８０～４Ｂ０ １４ ＥＷＡ８０～ＡＢ０ 
０３ ＥＷ５００～５３０ １５ ＥＷＢ００～Ｂ３０ 
０４ ＥＷ５８０～５Ｂ０ １６ ＥＷＢ８０～ＢＢ０ 
０５ ＥＷ６００～６３０ １７ ＥＷＣ００～Ｃ３０ 
０６ ＥＷ６８０～６Ｂ０ １８ ＥＷＣ８０～ＣＢ０ 
０７ ＥＷ７００～７３０ １９ ＥＷＤ００～Ｄ３０ 
０８ ＥＷ７８０～７Ｂ０ ２０ ＥＷＤ８０～ＤＢ０ 
０９ ＥＷ８００～８３０ ２１ ＥＷＥ００～Ｅ３０ 
１０ ＥＷ８８０～８Ｂ０ ２２ ＥＷＥ８０～ＥＢ０ 
１１ ＥＷ９００～９３０ ２３ ＥＷＦ００～Ｆ３０ 
１２ ＥＷ９８０～９Ｂ０ ２４ ＥＷＦ８０～ＦＢ０ 

 

● ４αは No.０１～０３を使用します。 
● Ｊ．ＮＥＴ転送時は上記設定不要です。Ｊ．ＮＥＴ側の設定ＴＯＯＬでデータ転送エリアを設定して

ください。 
＜登録例＞ 

例えば登録 No.０８を選んだ場合、次のようになります。 
 

ＥＷ７８０ １ワード目 

ＥＷ７９０ ２ワード目 

ＥＷ７Ａ０ ３ワード目 

ＥＷ７Ｂ０ ４ワード目 
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４. ３ データエリアのフォーマット 
 

４. ３. １ アナログ入力モジュール 
(１) リモートＩ／Ｏ転送時 

データエリア：ＥＷ 215 211 210 20 
１ワード目 Ｓ ～ Ｓ チャネル０ 入力データ 
２ワード目 Ｓ ～ Ｓ チャネル１ 入力データ 
３ワード目 Ｓ ～ Ｓ チャネル２ 入力データ 
４ワード目 Ｓ ～ Ｓ チャネル３ 入力データ 

 

 

・データがオーバフローしたとき、データは次のようになります。 

プラス側オーバフロー  ： ２，０４７ 

マイナス側オーバフロー ：－２，０４８ 

・入力データが無効の場合 ：Ｈ８０００ 

 

(２) Ｊ．ＮＥＴ転送時 

データエリア：Ｊ．ＮＥＴで設定したエリアに転送 

 215 212211 210 20 
１ワード目 ０ ～ ０ Ｓ チャネル０ 入力データ

２ワード目 ０ ～ ０ Ｓ チャネル１ 入力データ

３ワード目 ０ ～ ０ Ｓ チャネル２ 入力データ

４ワード目 ０ ～ ０ Ｓ チャネル３ 入力データ

 

 

データ：-2,048～2,047 符号

データ：-2,048～2,047 符号
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４. ３. ２ アナログ出力モジュール 
(１) リモートＩ／Ｏ転送時 

● 電圧出力モジュールの場合 

 

データエリア：ＥＷ 215 211 210 20 
１ワード目 無効 Ｓ チャネル０ 出力データ 
２ワード目 無効 Ｓ チャネル１ 出力データ 
３ワード目 無効 Ｓ チャネル２ 出力データ 
４ワード目 無効 Ｓ チャネル３ 出力データ 

 

 

● 電流出力モジュールの場合 

 

データエリア：ＥＷ 215 211 20 
１ワード目 無効 チャネル０ 出力データ 
２ワード目 無効 チャネル１ 出力データ 
３ワード目 無効 チャネル２ 出力データ 
４ワード目 無効 チャネル３ 出力データ 

 

 

(２) Ｊ．ＮＥＴ転送時 

● 電圧出力モジュールの場合 

 

データエリア：Ｊ．ＮＥＴで設定したエリアに転送 

 215 211 210 20 
１ワード目 無効 Ｓ チャネル０ 出力データ 
２ワード目 無効 Ｓ チャネル１ 出力データ 
３ワード目 無効 Ｓ チャネル２ 出力データ 
４ワード目 無効 Ｓ チャネル３ 出力データ 

 

 

● 電流出力モジュールの場合 

 

データエリア：Ｊ．ＮＥＴで設定したエリアに転送 

 215 211 20 
１ワード目 無効 チャネル０ 出力データ 
２ワード目 無効 チャネル１ 出力データ 
３ワード目 無効 チャネル２ 出力データ 
４ワード目 無効 チャネル３ 出力データ 

データ：-2,048～2,047 符号

データ：0～4,095 

データ：-2,048～2,047 符号

データ：0～4,095 
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４. ３. ３ パルスカウンタ入力モジュール 
 
＜ＰＴＦ３００＞ 

データエリア：リモートＩ／Ｏ転送時はＥＷエリアにデータ転送、   

Ｊ．ＮＥＴ転送時はＪ．ＮＥＴで設定したエリアにデータ転

送 
 

１ワード目 書込みデータ 
２ワード目 制 御 コ ー ド 
３ワード目 読出しデータ 
４ワード目 状 態 コ ー ド 

 
 

 
無効 Ｓ 書込みデータ 

 
 

 
注：書込みデータは必ず制御コードを設定する前に書込んでください。 
 
 

 制御コード

 
制御コード 動  作 

８ カウントストップ ：パルス計測を停止します。 
４ プリセットスタート ：プリセットデータをカウンタ

に設定し、計測を開始しま

す。 
２ 比較レジスタセット ：比較データを比較レジスタに

設定します。 
１ ラッチリセット ：ラッチしている一致出力信号

をリセットします。 
その他 無効 

注：リモートＩ／Ｏ転送ごとに送られてくる制御コードが前回と同一

の場合、モジュール側では制御コードを受付けません。 
 
 

無効 Ｓ 読出しデータ 
 
 
 
 

 状態コード 
 

状態コード 内  容 
８ カウントスットプ 
４ プリセットスタート

２ 比較レジスタセット

１ ラッチリセット 

215 20 

215 24 23 20 

215214   213 212 20 

215 24 23 20 

215 214  213 212 20書込みデータ 
・プリセットデータ

・比較データ 

制御コード 

状態コード 

前回転送した制御コードが設

定されています。 

データ：-8,192～8,191 符号

読出しデータ 
・カウント値 

データ：-8,192～8,191 符号
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215 24 23 20 

＜ＰＴＦ３２０＞ 
 

データエリア：リモートＩ／Ｏ転送時はＥＷエリアにデータ転送、   

Ｊ．ＮＥＴ転送時はＪ．ＮＥＴで設定したエリアにデータ転

送 
 

１ワード目 書込みデータ 
２ワード目 制御コード 
３ワード目 読出しデータ 
４ワード目 状態コード 

 
 

無効 書込みデータ 
 
 
 

注：書込みデータは必ず制御コードを設定する前に書込んでください。 
 
 

 制御コード

 
制御コード 動  作 

８ カウントストップ ：パルス計測を停止します。 
４ プリセットスタート：プリセットデータをカウンタに

設定し、計測を開始します。 
２ 比較レジスタセット

＆カウントスタート

：比較データを比較レジスタに設

定、計測を開始します。 
１ ラッチリセット 

＆カウントスタート

：ラッチしている一致出力信号を

リセットし、計測を開始しま

す。 
その他 無効 

注：リモートＩ／Ｏ転送ごとに送られてくる制御コードが前回と同一

の場合、モジュール側では制御コードを受付けません。 
 
 

0 0 読出しデータ 
 
 
 
 

 状態コード

 
状態コード 動  作 

８ カウントストップ ：カウントスットプ状態。 
４ Ｒ＞Ｃ ：比較データがカウント値より大

きい。 
２ Ｒ＝Ｃ ：比較データとカウンタ値が等し

い。 
１ Ｒ＜Ｃ ：比較データがカウント値より小

さい。 

書込みデータ 
・プリセットデータ 
・比較データ 

215 214  213 20 

215 24 23 20 

215  214 213 20 

215 20 

データ：0～16,383 

制御コード 

読出しデータ 
・カウント値 

データ：0～16,383 

状態コード 
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＜データエリアのビット構成＞ 

データエリアＥＷは次の構成になっているため，制御コード，状態コードを演算ファンクションを使

わずに、ラダーの接点とコイルとしても使用できます。 

なお、制御コードと状態コードの内容は１つだけ表示および設定できます。 

 
215 214 213 212 211 210 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

EW▲△0

E▲△0
E▲△1
E▲△2

E▲△D
E▲△E
E▲△F

E▲△C  
［例１：ＰＴＦ３００］ 

（制御コード，状態コード） 

 
215 214 213 212 211 210 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

EW410

E41D:ﾌﾟﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ
E41E:比較ﾚｼﾞｽﾀｾｯﾄ
E41F:ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ

E41C:ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ  
 

注：ＰＴＦ３００の状態コードは、制御コードの内容がそのまま反映されます。制御コードを設

定してから、状態コードが変化するまでには、リモートＩ／Ｏ転送周期１周期分の遅れがあ

ります。 

［例２：ＰＴＦ３２０］ 

（制御コード） 

 
215 214 213 212 211 210 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

EW410

E41D:ﾌﾟﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ

E41E:比較ﾚｼﾞｽﾀｾｯﾄ
          &ｶｳﾝﾄｽﾀｰﾄ

E41F:ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ
          &ｶｳﾝﾄｽﾀｰﾄ

E41C:ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ  
（状態コード） 

 
215 214 213 212 211 210 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

EW430

E43D:R>C
E43E:R=C

E43F:R<C

E43C:ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ  
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●カウントストップは演算ファンクション、またはラダーのいずれでも行えます。 

 

・演算ファンクション 

 
ＤＳＴ
〔＃Ｗ〕 Ｈ８→ＥＷ４１０

 
 

・ラダー 

 
Ｅ４１Ｃ

 
 

注：Ｅ４１０～Ｅ４１ＢおよびＥ４１Ｄ～Ｅ４１ＦがＯＦＦ（Ｅ４１ＣのみＯＮ）である場合に

行えます。 



４ プログラム 

 

- 41 - 

４. ４ プログラム例 
 
４. ４. １ アナログ入出力モジュールによる制御 

動作：冷凍庫内の４か所の温度を設定し、その平均値によって温度調節器を制御し、庫内の温

度を一定に保ちます。 
条件：・ＰＡＴ３０１に使用する測温抵抗体の引込線の抵抗値は無視します。 

・温度調節器は、ＡＩのデータを極性変換して、ＡＯから電圧として出力し、その電圧

によって所定の温度になるよう調整されているものとします。 
構成： 

 

Ｌ
Ｗ
Ｖ
０
５
０

Ｌ
Ｗ
Ｓ
０
１
０

Ｐ
Ａ
Ｎ
３
０
９

Ｐ
Ａ
Ｆ
３
０
１

０
１
０

０
０
０

（Ｉ／Ｏアドレス）

２スロット
Ｉ／Ｏユニット

温 度 調 節 器

Ｄ

ＣＨ３

Ｃ

ＣＨ２

Ｂ
ＣＨ１

Ａ

ＣＨ０

冷 凍 庫

ＣＨ０
 

 
登録：ＰＳＥから登録します。 
 

 
 
 
 
 
 
 

R100 R101 R102 R103
（ ）
R001

R001
〔 〕
MOV
W EW480→FW000

〔 〕
ADD
W EW490＋FW000→FW000

〔 〕
ADD
W EW4A0＋FW000→FW000

〔 〕
ADD
W EW4B0＋FW000→FW000

〔 〕
DIV
# W FW000／H0004→FW001

〔 〕
NEG

FW001→EW400W
 

ＮＯ：ＭＯＤＵＬＥ   Ｘ（ＩＮ）  Ｙ（ＯＵＴ） ＥＷ（ＤＡＴＡ） 
０１：ＰＡＮ３０９   …     ０００－００Ｆ ４００－４３０ 
０２：ＰＡＦ３０１ ０１０－０１Ｆ     …   ４８０－４Ｂ０ 
０３： 
０４： 

・AI データの CH0～CH3 のいずれかが

無効データ H8000 になったとき、以下

の処理を実行させないための条件とし

て、R001 を OFF させます。 
 
 
 
 
・AI データの CH0～CH3 を加算し、結

果をユーザワーク FW000 に格納しま

す。 

・FW000 を４で割り平均値を算出し、

ユーザワーク FW001 に格納します。 
・FW001 を+／-変換して、AO データエ

リア EW400 に格納します。 
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４. ４. ２ パルスカウンタ入力モジュールによる制御 
動作：外部からのスタート信号によってモーターを起動し、移動台の動作に応じて回転するエ

ンコーダから、発生するパルスを計測し、所定の位置まで移動後、モーターを停止させ

ます。 

条件：カウンタ動作チャートどおり動作させます。 

構成：カウンタはＰＴＦ３００またはＰＴＦ３２０ 

 

 
 

注：ＰＴＦ３２０で構成した場合、一致信号接点入力“Ｘ０５０”を状態コード接点の  

“Ｅ４３Ｅ”としても同じになります。 

 

登録：ＰＳＥから登録します。 

 

 
ＮＯ：ＭＯＤＵＬＥ   Ｘ（ＩＮ）   Ｙ（ＯＵＴ）  ＥＷ（ＤＡＴＡ） 

０１：ＰＡＦ３００  ０４０－０４Ｆ ０４０－０４Ｆ  ４００－４３０ 

０２： 

０３： 
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＜カウンタ動作チャート＞ 

 

ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

R3設定

ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

R2設定

ﾓｰﾀｰ逆転動作

ﾌﾟﾘｾｯﾄ

R1設定

ﾓｰﾀｰ正転
動作開始

C=0,R=0

Power ON ﾘｾｯﾄ

第1ﾌﾟﾘｾｯﾄ値

第2ﾌﾟﾘｾｯﾄ値

ｶｳﾝﾄ値

時間
ｔ

LRLRLR

＊

H8 H2 H4 H2 H1 H8 H4 H2 H1 H8 H1

H8 H4 H2 H4 H8 H4 H8 H4H2 H2 H2

LRLRLR

ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

R＜C

R＝C

R＞C

状態ｺｰﾄﾞ
表示

PTF320
状態コード

ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ

比較値ｾｯﾄ

状態ｺｰﾄﾞ
表示

PTF300
状態コード

ﾌﾟﾘｾｯﾄ
ｽﾀｰﾄ

R＜C

R＝C

R＞C

外部出力

C：ｶｳﾝﾄ値
R：比較値
LR：ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ
H*：16進数

ﾌﾟﾘｾｯﾄ

 
 

＊：ＰＴＦ３２０使用時、外部出力Ｒ＞Ｃは、パルス入力まで……のようになります。 
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＜ラダープログラム＞ 
 

#W
DST

#W
DST

#W
DST

#W
DST

#W
DST

#W
DST

T000

#W
DSTV001E43CT000

V000X060

#W
DST

T001

#W
DSTV002T001

#W
DST

Y070T002

T002

#W
DSTV003X050R010

#W
DST

T003

#W
DSTV004T003

#W
DST

T004R010

T004
#W
DSTV005X050R011

R011 Y071

#W
DSTV006R013R011

#W
DST

T004 R014 X051

T005R012

#W
DSTV007

#W
DST

T005

T006

#W
DSTV008

#W
DST

T006

T007

#W
DSTV009T007

T008

T008
#W
DSTV010

R013
#W
DSTV011X050R014

T009

#W
DSTV012

#W
DST

T009

H0→R010

H0→R011

H0→R012

H0→R013

H0→R014

H8→EW410　ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

R1値→EW400　比較値設定

H2→EW410　比較ﾚｼﾞｽﾀｾｯﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

第1ﾌﾟﾘｾｯﾄ→EW400　ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値設定

H4→EW410　ﾌﾟﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

ﾓｰﾀｰ起動

R2値→EW400　比較値設定

H2→EW410　比較ﾚｼﾞｽﾀｾｯﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

H1→EW410　“＝”ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ

H1→R010

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

H1→R011

ﾓｰﾀｰ逆転

H8→EW410　ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

H1→R012

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

第2ﾌﾟﾘｾｯﾄ値→EW400　ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値設定

H4→EW410　ﾌﾟﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

R3値→EW400　比較値設定

H2→EW410　比較ﾚｼﾞｽﾀｾｯﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

H1→EW410　“＝”ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

H1→R013

H8→EW410　ｶｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ

S＝0001　ｺﾏﾝﾄﾞ伝達待ち時間　＊

H1→EW410　“＝”ﾗｯﾁﾘｾｯﾄ

H1→R014

X060

 
 

＊：リモートＩ／Ｏ転送時間以上の時間を持つ必要があります。（例：100ms）  
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５. １ 予防保全 
 

 Ｉ／Ｏモジュールを最適な状態でご使用いただくために、適時、使用環境、表示器に異常がないか点検し

てください。 

● 使用環境 

 
項  目 仕  様 
電源電圧 ＡＣ８５Ｖ～１３２Ｖ

温  度 ０～５５℃ 
湿  度 ３０～９０％ＲＨ 

（結露なきこと） 
雰 囲 気 腐食性ガスなきこと 
振  動 なきこと 
衝  撃 なきこと 

 

● 表示器（POWER ON LED，I/O モジュールの LED など） 

表示器の状態に特に異常がないか点検してください。 

 

 



５ 保  守 

 

 - 47 -

５. ２ 定期点検 
 

 ＰＣ s を良好な状態でご使用いただくためには、日常あるいは定期的（１回／年程度）に次の点検を行って

ください。密閉用パテは２～３年で硬化し密閉性が悪くなりますので、再密閉してください。 

 
No. 項  目

１ モジュール類の外観 
モジュールケースにひび・割れなどがないかチェックしてください。 
ケース類に異常があると内部回路が破損しシステムの誤動作の原因となります。 

２ 取付ネジ、端子台ネジ 
モジュール取付ネジおよび端子台ネジにゆるみがないかチェックし、増し締めを行ってくだ

さい。ネジにゆるみがあるとシステムの誤動作、さらには加熱による焼損の原因となりま

す。 
３ ケーブル、電線類の被覆の状態 

ケーブル、電線類の被覆に異常がないかチェックしてください。被覆がはがれているとシス

テムの誤動作、感電、さらにはショートによる焼損の原因となります。 
また、ケーブルの空き線の端末は、テーピングなどで十分絶縁処理を行ってください。 

４ ほこり類の付着状態 
モジュールにほこり類が付着していないかチェックし、付着しているときは電気掃除機など

で吸い取ってください。ほこり類が付着すると内部回路がショートし、焼損の原因となりま

す。 
５ 電源電圧の状態 

電源電圧がＡＣ８５～１３２Ｖであることをチェックしてください。 
電源電圧が定格を外れるとシステム誤動作の原因となります。 

６ 保護用ヒューズの確認 
出力モジュールの負荷短絡保護用にヒューズが取付けられていることを確認してください。

また、ヒューズは負荷の定格にあったものを使用してください。ヒューズを取付けていない

場合や、定格外のヒューズを使用した場合、負荷短絡をしたときプリント板の焼損の原因と

なります。 

７ 表示器類の表示状態 
表示器類の状態から特に異常がないか点検してくだい。 
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■ ほこり付着時 

 

 
 
■ 周辺設備の増設などの場合 

● ＡＣ１００Ｖ電源 

 

 
● アース配線 

 

 

 

 

 

 

・ほこりが付着している場合には、電気掃除機など

で吸い取ってください。 

・ＡＣ１００Ｖ電源電圧、波形を点検してくださ

い。特に電圧低下や、電源線に混入しているノイ

ズの量を把握してください。 

・Ｉ／Ｏのアース線が他のアース線と共通になって

いないか点検してください。 

・リモートＩ／Ｏケーブルなどの信号テーブルに、

電力ケーブルが近接していないか点検してくださ

い。 

Ｉ／Ｏ 他の装置 他の装置Ｉ／Ｏ 
（弱電） 

アース線共通 アース線分離 
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５. ３ トラブルシューティング 
 
■ 故障かなと思ったら 
 

電源モジュール POWER ON LED 
消灯 ① AC100V 電源電圧，波形を調べてくださ

い。 
② ヒューズは切れていませんか。 

 
ステーション RI/O LED 
消灯 ① CPU キースイッチが SIMU. RUN になっ

ていませんか。STOP, RUN にしてくださ

い。 
② CPU は正常ですか。 
③ ステーション No.の設定は正しいですか。

④ リモート I/O 転送点数を 512 点, 1024 点に

設定していませんか。 
「２α，４αシリーズ ソフトウェアマ

ニュアル オペレーション ラダー図 
Ｖ５（マニュアル番号 SAJ-3-001）  
ＰＣ s エディション」を参照してくださ

い。 

 
アナログ入出力モジュール モニタランプ(PL1,PL2) 
 状  態 意  味 

ＰＣｓ 
ＲＩ／Ｏ転送中 モジュール異常 PL1点灯

または

点滅 ＰＣｓ 
ＲＩ／Ｏストップ中 

モジュール内部

のリセット 
PL2点灯

または

点滅 

ＰＣｓ 
ＲＩ／Ｏ転送中， 
またはストップ中 

 
モジュール異常 

・モジュール異常の場合は、そのモジュールを交換

してください。 
・異常瞬停すると、ＬＥＤが点灯点滅し続ける場合

があります。 
 電源が安定した後にＩ／Ｏ電源を停復電（ＯＮ→ 
 ＯＦＦ→ＯＮ）操作してください。 

 
パルスカウンタ入力モジュール 
①入力パルス信号は正常ですか。 
②ストップ入力信号が印加されていませんか。 

● ソフトエラー 
① ２αの場合、サポートプログラム“ＡＩＯＰＣＴ”とコンペアはＯＫですか。 
② ＰＳＥで、Ｉ／Ｏ登録データは正常に表示されますか。 
③ ＰＳＥによるＩ／Ｏ登録データと、実際の実装アドレスは合っていますか。 

① 

② 

③ 

④ 



ご利用者各位 

 

 

 〒１０１－８０１０ 

 東京都千代田区神田駿河台４丁目６番地 

 株 式 会 社 日  立  製  作  所 

 電  力  ・  電  機  グ ル ー プ 

 産業システム事業部 産業情報制御システム部 

 電 話（０３）３２５８－１１１１(大代表) 

 

 

お  願  い 
 

 

各位にはますますご清栄のことと存じます。 

さて、この資料をより良くするために、お気付きの点はどんなことでも結構ですので、

下欄にご記入の上、当社営業担当または当社所員に、お渡しくださいますようお願い

申しあげます。なお、製品開発、サービス、その他についてもご意見を併記して頂け

れば幸甚に存じます。 

 

 

 ご 住 所 〒 

 貴会社名 

 (団体名) 
 

 芳  名 

 ご意見欄 
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